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（第 1 節）
（第　 3

　事務事業開始年度

　〃 終了予定年度

北広島市補助金等交付規則

北広島市農業振興奨励事業補助金交付要綱
根拠法令等

　手　　　段
(ここから活動
指標を導きま
す）

１　計　画　（プラン）

各生産組織を育成支援することにより、農業技術の向上、生産の合理化及び農業の近代化を進め
る。

事務事業開始の
きっかけ（導入当
初の目的等）

　目　　　的
(ここから成果
指標を導きま
す）

対　　象
(誰､又は何を)

　　　意　　図
（何をねらっている
のか｡対象をどのよう
な状態にしたいの
か）

節
生産・流通の振興

上位施策との関
連（総合計画での
位置付け）

斉藤　孝 作成日 平成１６年６月事務区分 部長職名■自治事務　　□法定受託事務　 池上　俊廣 課長職名

0.03

9,000

270

1,466

1,196

1,196 1,196 1,196

1,1961,196

1,466

270

1,466

0.03

9,000

0.03

9,000

270

16
年
度

市が行った
（行う）事務事
業の具体的
な実施内容
（※団体補助
等の場合は
その補助金
による団体の
活動内容を
記載）

１5
年
度
まで

施策

農　業

施策）

章 力強い産業活動が展開されるまち

　平成１6年度事務事業評価調書（継続用）　　　　北広島市別紙３

S44

整理番号 26-14 作成部署 経済部農政課 内線　８５０

１４年度（決算）

市内の農業経営者及び関係機関で組織する各生産組織（組合）の会員

　各生産組織の農業技術の向上及び情報交換を図ることに対して支援することによ
り、生産の合理化及び近代化を推進し、農業経営の安定化を図る。

総会員数

一般財源

①合　計

②人　数（年間）

　同　上

その他特財

２　実　施　（ドゥ）

国支出金

道支出金

（単位：千円）

地方債

会員１人当たり補助金額 4,182円

（主要活動単
位当たりコスト）

（市補助額/会員数）

指　　　標

活動指標

（事務事業の
活動量や実
績）

効率指標

成果指標
技術講習会・研修会開催数（目的の達成

度を測るもの
さし）

指　　　標(算式）
１４年度 １５年度 １６年度（目標）

（代替指標）

11回

4,600円

14回 15回

【事務事業を評価する指標（ものさし）】

③１人当り年間平均人件費

④＝②×③

　総　事　業　費 ①＋④

１６年度（予算） １７年度（予定）１５年度（決算）

直接事業費

【事業費の推移】

人 　件 　費
（概算）

区　　　　分

指　　　　　標　　　　　値

286人

※８部会

4,690円

（農業振興奨励事業）
生産組織育成対策事業

事務事業名

　組織強化、技術向上及び情報交換等のための研修会、講習会の開催及び先進地
視察

260人 260人

１７年度（目標）



　各生産組織とも、技術向上講習会や
先進地視察、管内及び道内他組織と
の交流等事業は積極的に実施されて
いるが、運営費に充当されている分に
ついては、見直しが必要である。

　事業費補助への転換を検討する。

　現状の定額補助では、生産組織の
人員規模の違いも有り、活動状況が
十分に反映されないことから、補助金
の効率性に不均衡が生じる。

　補助金の算定根拠に会員当たり補
助単価等の導入、事業費補助への転
換を図ることで、さらに効率性は増
す。

改善の方法

判定の説明や課題 改善の方法

　本市農業の維持発展のために、各
農業者個人ではなく、生産組織が主体
となった農業技術の向上、生産の合理
化・効率化を図ることが必要である。

　生産組織の活動を支援する手段とし
て、補助金は適切である。

　農業振興を図る上で、生産組織の果
たす役割は大きく、行政として組織育
成の支援を行うことは適切である。

【市が実施すべき事務事
業ですか。市民・企業等
での実施可能性はありま
せんか】

【妥当性の評価と改善の方法等】
判定の説明や課題

■適切

項　　目 判　定

整理番号 26-14

□拡大・重点化する

□現状のまま継続する

【１次評価】

　現在の定額補助では、各生産組織
の規模が明確に反映していないことか
ら、一人当たり補助金額に不均衡が生
じ、受益者の負担差につながる。

【事務事業担当部局内優先度】

今後の方向性等

　1次評価のとおり、生産組織間の補助不均衡の見直し、運営費補
助から事業費補助へ転換するとともに、長期継続補助金であるた
め、終期設定についても検討する必要がある。

□統合する(検討含む）

□縮小する(検討含む）

　補助金の算定根拠に、会員当たり
補助単価等の導入または事業費に対
する補助への変更を検討する。

□統合する(検討含む）

　米の生産調整、BSE・鳥インフルエンザ、後継者不足等農業をとり
まく環境は厳しい状況であり、農業経営は更なる経営の効率化、近
代化が要求されている。このような状況の中、生産組織が果たす役
割は大きなものであることから、生産組織の強化を図るために生産
組織間の補助不均衡の見直し、運営費補助から事業費補助への
変更等を検討する。

受益者負担の妥当性

行財政構造改革推
進本部の総合判定

□終了

□廃止・休止する(検討含む）

　判　　　　定

■見直しの上で継続する

□適切

□該当しない

※部局で所管するすべての事務事業の中で、この事務事業の位置づけはどの程度ですか

■見直しの上で継続する

事務事業担当部局
の総合判定

【上記３の評価と改
善を踏まえ、今後の
方向性についての総
合判定と改善方法等
を記入】

□拡大・重点化する

□現状のまま継続する

□縮小する(検討含む）

□廃止・休止する(検討含む）

□終了

【２次評価】

【有効性と効率性の評価と改善の方法】

　判　　　　定

□あまり成果が上がっていない

□成果が上がっていない

□十分成果が上がっている

■概ね成果が上がっている

今後の方向性や改善方法など

□かなり非効率

４　総合判定と今後の方向性

判　　定
有効性の評価

【意図した成
果は上がって
いますか】

□Ａ 　　　 ■B    　　□C

３　評　価　（チェック）と改善（アクション）

■概ね効率的

□改善の余地
あり(⇒改善の
方法記入）

【現在の手段は適切です
か。もっと効率的で有効
な手法はありませんか】

行政関与の妥当性 ■適切

□やや非効率

【受益者負担の適正化の
余地はありませんか】

■適切

【社会経済情勢や市民
ニーズの変化などから、
設定した対象や意図は妥
当ですか】

■改善の余地
あり(⇒改善の
方法記入）

手段の妥当性

□改善の余地
あり(⇒改善の
方法記入）

□十分効率的

事務事業を取り巻く
社会環境の変化や
今後の予測・他市
町村の動向等

　農畜産物価格の市場化、農業者の高齢化、BSE・鳥インフルエンザやポストハーベスト等の残留農薬
問題など、農業生産を取り巻く環境は年々厳しくなっている。このような状況において、個人レベルでは
なく、管内、道内はもとより、国内全体を視野に入れた活動や各種事業の展開、情報の共有、技術の
向上が不可欠であり、生産組織の果たす役割は大きい。

項　　目

目的の妥当性

効率性の評価

□改善の余地
あり(⇒改善の
方法記入）

【手法は効率
的ですか。コ
スト節減の方
法はありませ
んか】



12 名

１　緑化推進事業（市役所等へ花卉を寄贈、H15エルフィンパークにてフラワーマーケット開催）

2　研修事業（花き流通セミナー　２名参加）

4　組合員である花卉生産事業者の事業施設修繕助成（135千円）

補助・交付金の算出根拠 定額（根拠特になし）

％ 15 ％
対象経費に対する補助・交付金の割合
　(Ａ)÷(Ｄ)

15 ％ 15

補助・交付金の対象経費（金額）（Ｄ） 929 898 910

補助・交付金の対象経費（項目） すべての経費 すべての経費 すべての経費

全体支出に対する本市補助・交付金の
割合(A)÷(Ｃ)

15 ％ 15 ％ 15 ％

繰越金 収入（Ｂ）－支出（Ｃ） 43 35

　　　　支　出　合　計（Ｃ） 929 898 910

事業費（緑化、生産安定化） 567 602 615

その他（　予備費　　）　 50 38 24

会議費 180 172 178

役務費 55 42 43

933 910

支　　出

研修費（講習会,研究会,視察） 77 44 50

諸収入 210

　　　　収　入　合　計（Ｂ） 972

360

繰越金 34 43 35

190 200

135

180

収　　入

本市補助・交付金の額 （Ａ） 135 135

会費 210 195

その他（　研修負担金等　）　 383 370

【交付先団体等の決算･予算の状況】 （単位：千円）

区　　　　分 14年度（決算） 15年度（決算） 16年度（予算）

補助金等の充当
状況（15年度）

□運営費のみに充当 □事業費のみに充当 ■運営費・事業費の双方に充当

構成員（団体）数 （１６年３月末現在）

交付先団体等の
活動目的

緑化事業及び生産安定化対策事業を推進し、花卉生産農家の経営安定に寄与する。

交付先団体等の
活動内容

事務局の状況
（15年度）

■補助団体にある □市役所にある

3　花き製品の本州移出の情報交換及び検討会（１１名参加）

補助金･交付金
名

北広島市農業振興奨励事業補助金（生産組織）

交付先の名称及
び代表者名

北広島市花卉生産組合　組合長　早川　英幸 設立年 S４８

整理番号 26-14(1)

【交付先団体等の概要】

別紙５ 　　　　　　　　　　　　　　　　  付　表　　　　　　

補助金･交付金 交付先団体等の状況説明書　　　



5 名

１　経営安定化対策として視察研修及び講習会実施

２　北海道養豚研究会（H15　洞爺にて第６４回大会開催）への参加

補助・交付金の算出根拠 定額（根拠特になし）

％ 28 ％
対象経費に対する補助・交付金の割合
　(Ａ)÷(Ｄ)

32 ％ 32

補助・交付金の対象経費（金額）（Ｄ） 285 283 320

補助・交付金の対象経費（項目） すべての経費 すべての経費 すべての経費

％ 28 ％
全体支出に対する本市補助・交付金の割
合(A)÷(Ｃ)

32 ％ 32

320

繰越金 収入（Ｂ）－支出（Ｃ） 7 12

支　　出

　　　　支　出　合　計（Ｃ）

事業費 192 156 194

その他（　予備費　　）　 2 10

会議費 27 58 50

50

負担金 16 15 16

研修費（講習会,研究会,視察） 50 52

285 283

　　　　収　入　合　計（Ｂ） 292 295 320

繰越金 7 7 12

50

3

90

農協等助成金 165 165 165

収　　入

本市補助・交付金の額 （Ａ） 90 90

会費 30 30

その他（　預金利息等　）　 3

【交付先団体等の決算･予算の状況】
（単位：千円）

区　　　　分 14年度（決算） 15年度（決算） 16年度（予算）

補助金等の充当
状況（15年度）

□運営費のみに充当 □事業費のみに充当 ■運営費・事業費の双方に充当

構成員（団体）数 （１６年３月末現在）

交付先団体等の
活動目的

養豚経営安定のを図り、養豚振興に寄与する。

交付先団体等の
活動内容

事務局の状況
（15年度）

■補助団体にある □市役所にある

補助金･交付金
名

北広島市農業振興奨励事業補助金（生産組織）

交付先の名称及
び代表者名

北広島市養豚生産部会　会長　七尾　久美 設立年 S３６

整理番号 26-14（2）

【交付先団体等の概要】

別紙５ 　　　　　　　　　　　　　　　　  付　表　　　　　　

補助金･交付金 交付先団体等の状況説明書　　　



56 名

別紙５ 　　　　　　　　　　　　　　　　  付　表　　　　　　

補助金･交付金 交付先団体等の状況説明書　　　

整理番号 26-14（3）

【交付先団体等の概要】

補助金･交付金名 北広島市農業振興奨励事業補助金（生産組織）

交付先の名称及
び代表者名

北広島市農業機械部会　　会長　穴田　健三 設立年 S４４

構成員（団体）数 （１６年３月末現在）

交付先団体等の
活動目的

農作機械の効率的利用と円滑なる運営を図り、農業経営の近代化及び省力化に努める。

交付先団体等の
活動内容

事務局の状況（15
年度）

■補助団体にある □市役所にある

１　トラクター点検整備共励会の実施（５５台参加）

補助金等の充当
状況（15年度）

□運営費のみに充当 □事業費のみに充当 ■運営費・事業費の双方に充当

【交付先団体等の決算･予算の状況】 （単位：千円）

区　　　　分 14年度（決算） 15年度（決算） 16年度（予算）

収　　入

本市補助・交付金の額 （Ａ） 86 86

会費 140 140

その他（　研修負担金　）　 93 50

農協助成金 150 150 150

140

86

繰越金 17 32 14

458 440

50

支　　出

研修費（講習会,研究会,視察） 211 210

　　　　収　入　合　計（Ｂ） 486

負担金 51 95 85

4

会議費 40 40 43

事業費（安全運動費） 363 98 98

その他（　予備費　　）　

　　　　支　出　合　計（Ｃ） 454 444 440

繰越金 収入（Ｂ）－支出（Ｃ） 32 14

全体支出に対する本市補助・交付金の割
合(A)÷(Ｃ)

19 ％ 19 ％ 20 ％

補助・交付金の対象経費（項目） すべての経費 すべての経費 すべての経費

補助・交付金の対象経費（金額）（Ｄ） 454 444 440

19 ％ 19

2　遊休農具の把握、紹介等有効利用の奨励

3　視察研修、講習会の実施

補助・交付金の算出根拠 定額（根拠特になし）

％ 20 ％
対象経費に対する補助・交付金の割合
　(Ａ)÷(Ｄ)



34 名

別紙５ 　　　　　　　　　　　　　　　　  付　表　　　　　　

補助金･交付金 交付先団体等の状況説明書　　　

整理番号 26-14（4）

【交付先団体等の概要】

補助金･交付金
名

北広島市農業振興奨励事業補助金（生産組織）

交付先の名称及
び代表者名

北広島市米麦生産部会　　会長　住田　昇 設立年 S４５

構成員（団体）数 （１６年３月末現在）

交付先団体等の
活動目的

　米麦の生産及び消流等の改善に関する事業を促進して、米麦の品質向上を図り、もって
農家経済の発展に寄与する。

交付先団体等の
活動内容

事務局の状況
（15年度）

■補助団体にある □市役所にある

１　講習会（水稲現地講習会、良質米安定確収技術講習会）

補助金等の充当
状況（15年度）

□運営費のみに充当 □事業費のみに充当 ■運営費・事業費の双方に充当

【交付先団体等の決算･予算の状況】 （単位：千円）

区　　　　分 14年度（決算） 15年度（決算） 16年度（予算）

収　　入

本市補助・交付金の額 （Ａ） 131 131

会費 274 85

2

131

農協助成金 250 250 250

85

諸収入 145 100 101

繰越金 5

　　　　収　入　合　計（Ｂ） 800 568 572

支　　出

研修費（講習会,研究会,視察） 200 140 177

旅費 10 1 10

負担金 45 41 45

会議費 193 118 90

事業費（消流関係） 350 243 250

その他（　予備費　　）　 20

　　　　支　出　合　計（Ｃ） 798 563 572

繰越金 収入（Ｂ）－支出（Ｃ） 2 5

全体支出に対する本市補助・交付金の割
合(A)÷(Ｃ)

16 ％ 23 ％ 23 ％

補助・交付金の対象経費（項目） すべての経費 すべての経費 すべての経費

補助・交付金の対象経費（金額）（Ｄ） 798 563 572

16 ％ 23

2　安定生産・品質向上対策（水稲無人ヘリ防除　３回、3123ａ実施、害虫予察７２箇所）

3　適期刈取判定会（２回、４２圃場実施）

補助・交付金の算出根拠 定額（根拠特になし）

％ 23 ％
対象経費に対する補助・交付金の割合
　(Ａ)÷(Ｄ)



82 名

2　地場消費（地産地消）の推進　作物別部会会議１２回開催

3　視察研修（道内市場２回、道外市場１回）

補助・交付金の算出根拠 定額（根拠特になし）

％ 3 ％
対象経費に対する補助・交付金の割合
　(Ａ)÷(Ｄ)

4 ％ 4

補助・交付金の対象経費（金額）（Ｄ） 2,968 2,938 3,874

補助・交付金の対象経費（項目） すべての経費 すべての経費 すべての経費

％ 3 ％
全体支出に対する本市補助・交付金の割
合(A)÷(Ｃ)

4 ％ 4

繰越金 収入（Ｂ）－支出（Ｃ） 8 36

　　　　支　出　合　計（Ｃ） 2,968 2,938 3,874

事業費（消流関係） 699 681 1,706

その他（　予備費　　）　 22 16 17

81

会議費 151 169 150
支　　出

研修費（講習会,研究会,視察） 2,024 1,997 1,920

旅費 72 75

　　　　収　入　合　計（Ｂ） 2,976 2,974 3,874

2,080

繰越金 50 8 36

260

諸収入 5 10 917

131

農協助成金 450 450 450

収　　入

本市補助・交付金の額 （Ａ） 131 131

会費 286 272

その他（　研修負担金　）　 2,054 2,103

【交付先団体等の決算･予算の状況】 （単位：千円）

区　　　　分 14年度（決算） 15年度（決算） 16年度（予算）

補助金等の充当
状況（15年度）

□運営費のみに充当 □事業費のみに充当 ■運営費・事業費の双方に充当

構成員（団体）数 （１６年３月末現在）

交付先団体等の
活動目的

　そ菜生産出荷の諸問題についての協議検討及び関係機関との情報交換を行い、青果物
の円滑な取扱を行うことを目的とする。

交付先団体等の
活動内容

事務局の状況
（15年度）

■補助団体にある □市役所にある

１　消流対策（消費・流通動向調査）　道内・道外市場消流会議参加

補助金･交付金
名

北広島市農業振興奨励事業補助金（生産組織）

交付先の名称及
び代表者名

北広島市そ菜生産部会　　会長　沖　久次 設立年 S３９

整理番号 26-14（5）

【交付先団体等の概要】

別紙５ 　　　　　　　　　　　　　　　　  付　表　　　　　　

補助金･交付金 交付先団体等の状況説明書　　　



17 名

別紙５ 　　　　　　　　　　　　　　　　  付　表　　　　　　

補助金･交付金 交付先団体等の状況説明書　　　

整理番号 26-14（6）

【交付先団体等の概要】

補助金･交付金
名

北広島市農業振興奨励事業補助金（生産組織）

交付先の名称及
び代表者名

北広島市酪農生産部会　会長　谷川　武利 設立年 S４０

構成員（団体）数 （１６年３月末現在）

交付先団体等の
活動目的

酪農近代化を達成し、酪農振興に寄与する。

交付先団体等の
活動内容

事務局の状況
（15年度）

■補助団体にある □市役所にある

補助金等の充当
状況（15年度）

□運営費のみに充当 □事業費のみに充当 ■運営費・事業費の双方に充当

【交付先団体等の決算･予算の状況】 （単位：千円）

区　　　　分 14年度（決算） 15年度（決算） 16年度（予算）

収　　入

本市補助・交付金の額 （Ａ） 131 131

会費 51 51

その他（　研修負担金　）　 28 20

131

農協助成金 362 315 315

51

諸収入 40

34

繰越金 3 35 53

180

　　　　収　入　合　計（Ｂ） 615 552

研修費（講習会,研究会,視察） 111 119

584

4

会議費 116 75 100

事業費 343 288 300

その他（　予備費　　）　 10 17

584

繰越金 収入（Ｂ）－支出（Ｃ） 35 53

支　　出

　　　　支　出　合　計（Ｃ） 580 499

全体支出に対する本市補助・交付金の割
合(A)÷(Ｃ)

23 ％ 26 ％ 22 ％

補助・交付金の対象経費（項目） すべての経費 すべての経費 すべての経費

補助・交付金の対象経費（金額）（Ｄ） 580 499 584

23 ％ 26

１　乳牛資質向上対策

２　粗飼料確保対策（富良野広域串内牧場への育成牛預託放牧　６戸　６１頭）

３　視察研修（美瑛町　千代田ファーム　１２名参加）

補助・交付金の算出根拠 定額（根拠特になし）

％ 22 ％
対象経費に対する補助・交付金の割合
　(Ａ)÷(Ｄ)



別紙５ 　　　　　　　　　　　　　　　　  付　表　　　　　　

補助金･交付金 交付先団体等の状況説明書　　　

整理番号 26-14（7）

【交付先団体等の概要】

補助金･交付金名 北広島市農業振興奨励事業補助金（生産組織）

交付先の名称及
び代表者名

北広島市営農指導対策協議会　　会長　山本　勝 設立年 S４１

構成員（団体）数 （１６年３月末現在）

交付先団体等の
活動目的

　農業経営の改善に関する計画樹立及び営農状態に即応する技術対策の指導、農業と他
産業開発との関連に係る技術調整等の活動を通して地域農業経営の確立に寄与する。

交付先団体等の
活動内容

事務局の状況（15
年度）

□補助団体にある ■市役所にある

補助金等の充当
状況（15年度）

□運営費のみに充当 □事業費のみに充当 ■運営費・事業費の双方に充当

【交付先団体等の決算･予算の状況】 （単位：千円）

区　　　　分 14年度（決算） 15年度（決算） 16年度（予算）

収　　入

本市補助・交付金の額 （Ａ） 393 393 393

農協等助成金 170 220 220

諸収入 1

684

繰越金 63 20 70

支　　出

研修費（講習会,研究会,視察） 320 336 340

　　　　収　入　合　計（Ｂ） 626 633

役務費 196 95 170

会議費 7 5 25

事業費（技術導入指導） 83 127 149

　　　　支　出　合　計（Ｃ） 606 563 684

繰越金 収入（Ｂ）－支出（Ｃ） 20 70

全体支出に対する本市補助・交付金の割
合(A)÷(Ｃ)

65 ％ 70 ％ 57 ％

補助・交付金の対象経費（金額）（Ｄ） 606 563 684

補助・交付金の対象経費（項目） すべての経費 すべての経費 すべての経費

対象経費に対する補助・交付金の割合
　(Ａ)÷(Ｄ)

65 ％ 70

５団体
道央農業協同組合、恵庭土地改良区、石狩南部地区農業改良普
及センター、石狩地区農業共済組合、北広島市

補助・交付金の算出根拠 定額（根拠特になし）

１　先進地視察研修（道内２回、道外１回）

２　市内作況調査実施（水稲、ブロッコリー、デントコーン、小豆）

％ 57 ％



22 名

補助・交付金の算出根拠 定額（根拠特になし）

％ 50 ％
対象経費に対する補助・交付金の割合
　(Ａ)÷(Ｄ)

68 ％ 68

補助・交付金の対象経費（金額）（Ｄ） 145 145 200

補助・交付金の対象経費（項目） すべての経費 すべての経費 すべての経費

％ 50 ％
全体支出に対する本市補助・交付金の割
合(A)÷(Ｃ)

68 ％ 68

繰越金 収入（Ｂ）－支出（Ｃ） 15 36

支　　出

　　　　支　出　合　計（Ｃ）

その他（　予備費　　）　 1

事業費 130 130

負担金 15 15 15

会議費 10

145 145

36

174

200

　　　　収　入　合　計（Ｂ） 160 181 200

10

諸収入 1

99

農協助成金 58 55 55

収　　入

本市補助・交付金の額 （Ａ） 99 99

組合防疫事務費 12

繰越金 2 15

【交付先団体等の決算･予算の状況】
（単位：千円）

区　　　　分 14年度（決算） 15年度（決算） 16年度（予算）

補助金等の充当
状況（15年度）

□運営費のみに充当 □事業費のみに充当 ■運営費・事業費の双方に充当

構成員（団体）数 （１６年３月末現在）

交付先団体等の
活動目的

　家畜伝染病の発生予防と家畜衛生思想の普及啓蒙を推進し、畜産農家の経営安定を図
る。

家畜農家に対する衛生対策事業実施
交付先団体等の
活動内容

事務局の状況（15
年度）

■補助団体にある □市役所にある

補助金･交付金名 北広島市農業振興奨励事業補助金（生産組織）

交付先の名称及
び代表者名

北広島市家畜自衛防疫組合　　会長　谷川　武利 設立年 S６０

整理番号 26-14（8）

【交付先団体等の概要】

別紙５ 　　　　　　　　　　　　　　　　  付　表　　　　　　

補助金･交付金 交付先団体等の状況説明書　　　




